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研究の全体概要 

太陽光と半導体光触媒を利用したセルロース分散水からの水素生成は持続可能なエネルギー生産プ

ロセスとして期待されている。研究代表者は最近、ある種の固体酸分散水中においては、標準的な半導

体光触媒として知られる酸化チタンの標的反応に対する活性が著しく向上することを見出した。この

機構の一つとして固体酸によるセルロースの分解と可溶化により、水素生成反応の対反応であるセル

ロースの酸化反応が促進されたことが考えられたが、その機構は未だ明らかではない。本研究では固

体酸の分散水を反応環境として利用することにより、半導体光触媒によるセルロース分散水からの水

素生成効率が実用化レベルに到達するための指針を獲得することを目標とする。研究の前半では紫外

光照射下での酸化チタン光触媒の活性に固体酸の組成、構造および形態がおよぼす影響を検討し固体

酸の役割を明らかにするとともに最適な固体酸を開発することを目指す。研究の後半では、太陽光照

射下でのより効率的な水素生成を企図し、最適化した固体酸を可視光応答型光触媒に応用展開する。

廃棄物系セルロースの中には十分には活用できていないものも少なくなく、本研究が資源の有効活用

とグリーン水素製造を同時に達成する新規手法の開発に寄与することが期待される。 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


